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平成 23 年２月 15 日  

各  位  

 

 
 
 
 

業績予想と実績との差異に関するお知らせ  
 

平成 22 年２月 15 日付の平成 21 年 12 月期決算短信にて開示した平成 22 年 12 月期通期連結業績

予想ならびに平成 22 年 12 月期通期個別業績予想と実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 
記  

（単位：百万円）（１株当たり：円）  

１．平成 22 年 12 月期通期連結業績予想と実績の差異（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

 
売 上 高  営 業 利 益  経 常 利 益  当 期 純 利 益  

１ 株 当 た り  

当 期 純 利 益  

前回発表予想（A）  20,399 998 429 429 797.45 

実績値（B）  15,164 △1,408 △2,064 △176 △346.00 

増減額（B－A）  △5,235 △2,406 △2,493 △605 ―  

増減率（％）  △25.7 ―  ―  ―  ―  

（ご参考）前期実績  

平成 21 年 12 月期  
19,964 △5,205 △5,990 △6,443 △12,607.53 

 
２．平成 22 年 12 月期通期個別業績予想と実績の差異（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

 
売 上 高  営 業 利 益  経 常 利 益  当 期 純 利 益  

１ 株 当 た り  

当 期 純 利 益  

前回発表予想（A）  13,062 703 190 190 353.18 

実績値（B）  10,013 △1,501 △2,097 △304 △595.96 

増減額（B－A）  △3,049 △2,204 △2,287 △494 ―  

増減率（％）  △23.3 ―  ―  ―  ―  

（ご参考）前期実績  

平成 21 年 12 月期  
13,950 △4,623 △5,419 △6,833 △13,370.77 

 

 

会 社 名  株 式 会 社 サ ン シ テ ィ 
代 表 者 の  
役 職 氏 名  代表取締役社長 星 山 泰 洙  

（コード番号：８９１０   東証第一部）  
問い合わせ先 管 理 部 長 関  健 一  
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３．差異の理由  

当連結会計年度における当社の分譲マンション事業におきましては、依然として国内経済の先行

き不透明感による消費マインドは低く、価格調整も続いている状況が続きました。また、一部のた

な卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下いたしましたが、当社グループの主たる事

業エリアである東日本の地方衛星都市を主体に潜在需要の掘り起こしに努めた結果、売上高は

13,537 百万円（前年同期比 5.3％増）、営業損失は 1,658 百万円（前年同期は営業損失 2,142 百万円）

となりました。 

一方で不動産流動化事業におきましては、新規物件開発は凍結し、たな卸資産の圧縮に努めてお

ります。その一環として不稼働資産を売却いたしましたが、「たな卸資産処分損」として損失額を特

別損失に計上しているため、売上高は計上しておりません。なお、不動産流動化事業として保有し

ているたな卸資産に対し、資産の評価減を実施したことから営業損失として 179 百万円を計上して

おります（前年同期は売上高 4,705 百万円、営業損失 3,645 百万円）。 

これらの結果、上記の「１．平成 22 年 12 月期通期連結業績予想と実績の差異（平成 22 年１月

１日～平成 22 年 12 月 31 日）」、「２．平成 22 年 12 月期通期個別業績予想と実績の差異（平成 22

年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）」のとおりとなりました。  

なお、その他の詳細につきましては平成 23 年 2 月 15 日発表の「平成 22 年 12 月期 決算短信」

をご覧いただけますよう、お願い申し上げます。 

以上 

 


